
誤嚥性肺炎の治療を受けられる患者さんへ 様
担当医 説明看護師

月日 / / / /　　～　　/ / /　　～　　/ /　　～　　/

経過 入院日～ 2日目 3日目 4～6日 7日目 8～10日 11～14日　退院日

目　標

入院の目的と治療について理
解できる。

安心して退院するこ
とができる。

処　置

点　滴

お　薬

検　査

採血、尿検査、喀痰検査
レントゲン

採血、尿検査
レントゲン

採血、尿検査
レントゲン

食　事

活　動
安静度

熱がある時は、安静に病室内
でお過ごしください。

病状に応じてリハビリテーションを行います。

排　泄

清　潔

説　明
指　導

病棟を案内し、看護師から入
院前の生活や健康状態のこと
について伺います。
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抗生剤の点滴治療を行います。
食事がとれない場合は、点滴で栄養補給を行います。

この予定表はおおよその目安です。患者さんの状態や治療の経過等により、予定が変更になったり入院期間が
前後することがありますのでご了承ください。わからないことがありましたら、遠慮なくスタッフにご相談ください。

病状に応じて食事が出ます。
持ち込みのお食事をご希望の方は、医師や看護師、栄養士にご相談ください。

洗面、口腔ケア、体拭き、着替えなど必要に応じてお手伝いします。
必要時、歯科衛生士による口腔ケアを行います。

発熱がなく日常生活を送ることができる。
リハビリが開始できる。

適宜、体温、血圧、脈拍、酸素飽和度を測ります。
身体の中の酸素量を測定するモニターを24時間装着します。状態が落ち着いたら、モニターをはずします。
必要に応じ、酸素吸入や痰の吸引などを行います。

・発熱や息苦しさなどの症状に適切に対処します。不快な症状は我慢せず、看護師等にお伝えください。
・施設に入所している方、ご自宅への退院が難しい方、介護サービスの変更等が必要な場合は、退院調整をします。

内服薬の確認をするので、普段飲んでいる薬とお薬手帳を持参してください。
医師の指示に従って、内服します。
状態に応じ、吸入薬が処方されます。

制限はありません。体調に応じて、ポータブルトイレや尿瓶をご使用いただくことがあります。

状態が良くなれば、抗生剤の点滴は終
了です。

指導された食事形態を守って食事をとるようにしましょう。

発熱が続き、食事がとれない場合は、外来へご連絡・ご相談ください。


